





























































　年　　齢　０ － 15，16 － 19，20 代，30 代，40










別は男性 122 名，女性 102 名であった（図１）．
２）内科 72 名（32.1％）・小児科 29 名（12.9％）・
泌尿器科 27 名（12.1％）が多かった（図２）．
３）年齢別では，60 歳代 50 名（22.3％）・70 歳




























































































































































































































































































































































































































































































年 10 月～12 月，当院院内移植コーディネーター
委員会が全職員に対して「移植医療に関する」ア
ンケートを実施している．その回答者数は 49 名，
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「死亡した者が生存中に有していた自己の臓器の
移植術に使用されるための提供に関する意志は，
尊重されなければならない」と記されている．脳
死下臓器提供施設である当院は，これに則り患者
の意思確認を行っている．
　今回の調査では，アンケート用紙を持参してい
た人は半数以下であった．しかし，持参している
患者のうち，実際に記入していない人が多かっ
た．持参する人を増やすには，用紙の内容の説明
および用紙に記入して入院時持参するように説明
することが必要である．そこで，入院の説明を行
う外来看護相談室や医事課入院係にその旨，説明
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